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アンケート調査結果 

 

 

実施場所：仙台福祉プラザ (仙台市青葉区五橋 2-12-2) 10 階 第二研修室 

実施対象者：路上生活者 21 人  

対象者平均年齢： 56.2 才 

 

実施結果 

１, 酒やギャンブルで手元の金を使い果たしたことがある： 14 人（酒 6 人、ギャンブル 6 人) 

２, コロナ禍で特に困ったことがある： 13 人（寝場所がなかった 5 人、食事が取れなかった 3

人、感染が怖かった 4 人） 

３, 参議院議員選挙（7/10）に行く： 1 人（選挙権がない 18 人） 

４, 政治に関心がある： 8 人 

５, 政治に不満がある： 4 人 

6, 世の中は不平等だと思う： 13 人 

 

７, 政治への具体的な不満 

物がなんでも高い、年寄りをぞんざいにする、信用できない、政治家を半分以上減らすべき、

信頼し頼り甲斐ある政治家はいない、誰が議員になっても一緒、政治が良い方に進んでいる

とは思えない、もっと国民の意見を聞いてほしい、自分たちの窮状を知ってほしい。 

８, 支援団体、行政への具体的な希望 

（行政へ） 

もう少し話を聞いてこちらの立場や現状を理解してほしい、給付金を増やして欲しい、うつ病で

辛いのでなんとかしてほしい。 

（支援団体へ） 

体に合うサイズの服が欲しい、支援活動を継続して行ってほしい、シャワーや清掃アルバイト

の回数を増やしてほしい。 

 


